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令和６年度　安全就業標語入選作発表令和６年度　安全就業標語入選作発表
安全就業標語入選作
最優秀 シルバーは　みんなの見本　事故ゼロに （第二地区） 鈴木　靖子
優　秀 気を抜くな　ゆるむ心に　ひそむ事故 （第五地区） 阿部　宜久

気のゆるみ　油断と過信が　事故を呼ぶ （西地区） 樋口　健一
佳　作 安全に　働く喜び　無事故から （第二地区） 大沼美智子

焦らずに　心のリセット　安全就業 （第二地区） 金澤　忠次
見落とすな　日々の気付きが　事故防ぐ （第六地区） 永田　文男
一瞬の　油断と甘さが　事故を呼ぶ （滝山一地区） 安達　康裕
休み明け　初心に帰って　事故防止 （金井地区） 武田　貴行
シルバーの　元気の源　無事故から （南山形・本沢地区） 塩野美智子

の
作
品
一
六
編
を
追
加
し
た
、
合
計
二
五
編
を
山
形

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
へ
の
推
薦
作
品

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

表
彰
終
了
後
、
引
き
続
き
安
全
講
習
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
安
全
講
習
会
は
、
山
形
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
産
業
医
の
山
口
修

先
生
よ
り
「
高
齢
者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
の
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て

は
、
脳
と
心
臓
の
講
話
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
脳
の

血
管
が
詰
ま
る
「
脳
梗
塞
」
に
つ
い
て
な
ど
の
講
話

で
し
た
。

　

大
変
参
考
に
な
る
話
を
聞
き
、
自
分
の
健
康
に
つ

い
て
関
心
を
持
ち
、
必
ず
定
期
検
診
を
受
け
、
早
め

の
治
療
に
よ
り
健
康
で
シ
ル
バ
ー
で
の
就
業
を
よ
り

一
層
生
き
が
い
に
し
よ
う
と
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で

す
。

�

安
全
就
業
推
進
委
員
会
委
員
長　

髙
橋
　
眞
一

　

八
月
二
六
日
、
山
形
テ
ル
サ
に
お
い
て
、
令
和
六

年
度
の
標
語
入
選
発
表
と
表
彰
式
及
び
安
全
講
習
会

が
行
わ
れ
、
一
四
四
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

例
年
七
月
に
展
開
さ
れ
る
「
全
国
安
全
・
適
正
就

業
強
化
月
間
」
に
合
わ
せ
、
今
年
度
も
会
員
の
皆
様

の
安
全
意
識
高
揚
を
目
的
に
、
安
全
標
語
の
募
集
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
七
四
名
の
方
か
ら
合
計
一
七
九
編
の

応
募
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
上
記
九
名
の
標
語
を

入
選
作
品
と
し
て
選
考
し
、
受
賞
者
の
皆
様
へ
表
彰

状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
上
記
入
選
作
品
に
次
点

安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

脳梗塞について
〇原因
　	　脳や首の血管の動脈硬化が進行し細くなり、
血栓が詰まってしまう。
〇症状
　◦�片側手足顔面の麻痺、しびれ　◦ろれつが回
らない　◦立てない、歩けない、ふらつく

　◦片側視野が欠ける
〇疑う症状　FAST
　◦�F（Face）顔　顔面麻痺　◦ A（Arm）腕　手
足の片麻痺　◦ S（Speech）言葉　ろれつが
回らない　◦ T（Time）すぐ受診、１１９番

〇再発率が高い、治療中断が関与
　	　自己判断で通院を中断したり、服薬を中止し
たりしない。
〇予防のための10の注意点
　①	高血圧　②糖尿病　③不整脈　④タバコ
　⑤アルコール　⑥コレステロール　⑦塩分
　⑧運動　⑨肥満　⑩薬剤
〇正しい対処法
　◦�症状が出たら治療開始までの時間が予後を決
めるので、必ずすぐに病院を受診すること。

　◦�一過性の症状が治まっても一過性脳虚血発作
の可能性があるので、速やかに病院を受診す
ること。

〇予防として
　	　食事、運動、睡眠に注意して、動脈硬化の予防、
生活習慣病予防に努めること。

安全標語受賞者の皆さん安全標語受賞者の皆さん
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防
止
な
ど
の
周
知
を
行
い
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
就
業
会
員

は
皆
様
し
っ
か
り
と
安
全
対
策
を
講

じ
た
上
で
就
業
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
事
故
防
止
の
た
め
、
脚
立
の
足

場
は
し
っ
か
り
平
ら
な
所
に
設
置
し

た
り
、
ハ
チ
な
ど
に
刺
さ
れ
な
い
よ

う
に
十
分
注
意
す
る
な
ど
、
自
分
の

身
を
守
り
な
が
ら
し
っ
か
り
と
作
業

に
当
た
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

安
全
就
業
推
進
委
員
会
で
は
、
毎

年
七
月
に
「
安
全
・
適
正
就
業
強
化

月
間
」
の
活
動
と
し
て
、「
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

夏
期
は
、
熱
中
症
の
危
険
が
高
ま

る
こ
と
も
あ
り
、
屋
外
作
業
の
除
草

や
草
刈
り
、
剪
定
作
業
の
九
カ
所
を

予
定
し
ま
し
た
が
、
雨
天
の
影
響
に

よ
り
、
約
半
数
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
、

残
り
は
屋
内
作
業
に
変
更
い
た
し
ま

し
た
。

　

就
業
中
の
会
員
さ

ん
へ
、
安
全
保
護
具

の
着
用
徹
底
や
緊
急

連
絡
カ
ー
ド
の
携
帯

確
認
、
熱
中
症
予
防

及
び
剪
定
な
ど
で
使

用
す
る
脚
立
か
ら
の

落
下
や
、
虫
刺
さ
れ

今年６月の定時総会にて、４名の新役員が選出されました。
今回は、前号はお名前のみの掲載だったお２人について、ご紹介いたします。

（質問内容：　①抱負　②就業内容　③趣味）

新任役員のご紹介

①�様々な分野で活躍され、地域社会
の活性化に大きく貢献されてい
る会員の皆さま、日々の活動に感
謝いたします。役員として、微力
ながら頑張ります。
③�落語鑑賞。単車での東北道の駅巡
り。毎年のように駅が増え大変で
すが、１７１駅コンプリートまで後
２０駅ほど、残す青森を目指して走
行中です。

理　事
（市社会福祉協議会推薦）
髙瀨　謙治さん

①�シルバー会員になってまだ１年
半、事業内容もよくわからない未
熟者ですが、センターの運営・会
計を素人ながらもしっかりと監
査し、会員の皆様のお役に立てる
よう頑張ります。
②�宿日直業務
③��クラシック音楽鑑賞。ＣＤ収集・
オーディオにのめり込み、山響の
会員になって生のコンサートも
楽しんでます。
　�「撮り鉄」「乗り鉄」「模型鉄」そし
て「呑み鉄」、特に最近は鉄道模型
に夢中、６畳のロフトにＨＯゲー
ジのレイアウトを建設中。

監　事
（千歳地区）
石山　昌之さん

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

�

安
全
就
業
推
進
委
員
会
委
員
長　

髙
橋
　
眞
一
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本
年
度
も
十
月
の
事
業
普
及
啓
発

促
進
月
間
に
あ
わ
せ
て
各
事
業
部
の

研
修
会
・
講
習
会
・
意
見
交
換
会
等

を
通
じ
て
実
施
い
た
し
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
に
よ
る
入
会
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
電
子
広
告
等
を
活
用
し
て
、
広
報

活
動
を
通
じ
て
会
員
拡
大
に
取
り
組

み
ま
す
。
会
員
皆
様
の
社
会
奉
仕
活

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

事
業
の
実
施
内
容

①�

Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
入
会
シ
ス
テ
ム
を
導

入
、
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

等
を
活
用
し
て
役
職
員
、
会
員
に

よ
る
普
及
啓
発
促
進
活
動
及
び
会

員
加
入
へ
の
働
き
か
け
の
実
施

◦�

Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
入
会
シ
ス
テ
ム
の
導
入

◦�

役
職
員
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動

�

（
十
月
二
十
九
日　

イ
オ
ン
山
形

北
・
山
形
南
店
）

◦�

一
：
一
運
動
と
女
性
会
員
の
募
集

活
動
を
促
進

②�
会
員
と
市
民
が
交
流
す
る
シ
ル

バ
ー
フ
ェ
ア
等
の
開
催

◦�

会
員
互
助
会
文
化
祭
で
は
活
動
風

景
・
パ
ネ
ル
展
示
・
バ
ザ
ー
に
取

り
組
む
。

　

�

（
十
月
二
十
日
～
二
十
二
日　

山

形
テ
ル
サ
）

③�

役
職
員
、
会
員
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
の
社
会
奉
仕
活
動

の
実
施

◦�

女
性
部
会
が
、
市
の
菅
笠
確
保
対

策
連
絡
会
に
参
加

�

（
八
月
四
日
奉
納
式
）

◦�

会
員
に
よ
る
街
路
清
掃
活
動

�

（
十
月
二
十
三
日
）

◦�

地
区
研
修
会
会
場
等
の
清
掃
等
社

会
奉
仕
活
動

④�

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
広
報
活
動

の
実
施

◦�

市
政
記
者
ク
ラ
ブ
へ
の
情
報
提
供

や
新
聞
広
告
掲
載
の
他
、
広
報
活

動
の
充
実
を
図
る
。

◦�

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
、

山
形
市
役
所
や
商
業
施
設
で
広
告

放
映
と
チ
ラ
シ
の
設
置

◦�

山
形
市
が
発
行
す
る
「
広
報
や
ま

が
た
」
裏
面
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
広
告
掲
載
を
実
施

�

（
十
月
十
五
日
号
、三
月
十
五
日
号
）

◦�

山
形
新
聞
の
発
行
す
る
「
や
ま
し

ん
医
療
ガ
イ
ド
」
で
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

十
月
は
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
で
す

―
地
域
活
動
の
推
進
に
取
組
む
―

衛
生
委
員
会
の
開
催

衛
生
委
員
会
の
開
催

�

衛
生
委
員
（
衛
生
管
理
者
）　
結
城
　
正
夫

　

令
和
二
年
四
月
に
設
置
し
ま
し
た
、

衛
生
委
員
会
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
に
お
い
て
は
、

常
時
五
十
名
以
上
の
労
働
者
を
使
用

す
る
事
業
所
は
、
衛
生
委
員
会
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

委
員
会
の
構
成
は
、
委
員
長
（
セ

ン
タ
ー
事
務
局
長
）、
衛
生
管
理
者
、

産
業
医
の
各
一
名
、
派
遣
会
員
二
名

の
五
名
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

衛
生
委
員
会
は
四
ヶ
月
に
一
回
開

催
し
、
必
ず
議
事
録
を
作
成
、
議
事

録
は
三
年
間
の
保
存
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
の
第
一
回
衛
生
委
員
会
は
、

令
和
六
年
七
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
労
働
災
害
や
通

勤
災
害
の
発
生
状
況
、
事
務
局
職
員

の
定
期
健
康
診
断
並
び
に
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
に
つ
い
て
、
続
い

て
令
和
六
年
度
の
事
業
計
画
や
衛
生

管
理
に
関
す
る
事
業
の
実
施
、
派
遣

会
員
及
び
事
務
局
職
員
か
ら
の
相
談

対
応
な
ど
を
協
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
審
議
事
項
は
次
の
通
り

に
な
り
ま
す
。

①�

定
例
報
告
（
就
業
時
及
び
通
勤
途

上
労
災
発
生
件
数
）

②�

労
災
事
故
が
発
生
し
た
際
の
対
処

方
法
及
び
原
因
、
今
後
の
再
発
防

止
策

③�
衛
生
に
関
す
る
実
施
計
画
（
労
働

者
の
健
康
障
害
の
防
止
及
び
健
康

の
保
持
増
進
策
）
の
策
定
及
び

実
施

　

私
た
ち
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・

自
立
、
共
働
・
共
助
」
を
堅
持
し
な

が
ら
、
健
康
の
維
持
増
進
、
労
働
災

害
の
原
因
究
明
及
び
再
発
防
止
な
ど
、

安
全
意
識
の
徹
底
に
今
後
と
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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山
形
市
の
南
東
部
に
位
置
す

る
蔵
王
地
区
は
、
桜
田
か
ら
蔵

王
温
泉
へ
至
る
広
大
な
地
域
で

す
。

　

飯
田
・
桜
田
地
区
で
は
昭
和

五
十
一
年
、
県
民
待
望
の
山
形

大
学
医
学
部
附
属
病
院
が
開
設

さ
れ
て
か
ら
、
街
化
が
進
み
大

き
く
変
貌
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
多
く
は
の
ど
か
な
田
園
風

景
の
残
る
中
山
間
地
に
あ
り
ま

す
。

　

今
回
は
半
郷
、
上
野
地
区
を

紹
介
し
ま
す
。
半
郷
の
「
松
尾

山
観
音
堂
」
は
、
最
上
三
十
三

観
音
第
九
番
札
所
。
室
町
後
期

に
創
建
さ
れ
た
茅
葺
き
屋
根
の

御
堂（
三
間
四
方
の
宝
形
造
）は
、

国
の
重
要
文
化
財
で
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

登
り
口
に
あ
る
赤
い
大
鳥
居

を
過
ぎ
る
と
上
野
地
区
に
入
り
、

傾
斜
面
に
は
整
然
と
並
ぶ
棚
田

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
や
ま

が
た
の
棚
田
二
十
選
」
の
内
、

山
形
市
内
に
あ
る
三
つ
の
棚
田

（
蔵
王
上
野
・
駒
鳴
・
山
田
）

は
す
べ
て
蔵
王
地
区
に
あ
り
、

中
で
も
上
野
地
区
は
棚
田
の
保

全
活
動
の
か
た
わ
ら
沿
道
の
花

壇
整
備
な
ど
、
地
域
振
興
へ
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
、
国

の「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
に
も

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
夏

に
は
、
棚
田
の
農
道
を
利
用
し

た
〝
う
わ
の
流
し
そ
う
め
ん
祭

り
〟
が
開
か
れ
、
多
く
の
人
で

賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。
地
内
の

里
の
名
水「
大
坊
清
水
」は
周
囲

を
緑
豊
か
な
杉
林
に
囲
ま
れ
た

清
涼
感
漂
う
湧
水
地
で
、
癒
し

の
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
で
も
珍
し
い
泉
質

〝
石
膏
芒
硝
泉
〟の
「
う
わ
の
温

泉
天
神
乃
湯
」
は
腰
痛
・
神
経

痛
や
美
肌
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、

中
で
も
大
き
な
樹
木
に
囲
ま
れ

て
、
森
林
浴
が
楽
し
め
る
露
天

風
呂
は
お
勧
め
で
、
是
非
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

地域紹介地域紹介 わが街通信

佐
藤
　
義
範

鈴
川
二
地
区

　

鈴
川
一
と
三
地
区
の
中
央
に
あ

た
る
鈴
川
二
地
区
は
、
鈴
川
一
～

四
丁
目
・
山
家
町
・
沼
の
辺
町
・

高
原
町
・
大
野
目
・
青
野
と
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
鈴
川
小

学
校
を
中
心
に
、
都
心
地
域
の
北

東
部
に
位
置
し
、
市
街
化
が
進
む

中
で
、
古
く
か
ら
の
集
落
と
新
し

い
住
宅
地
が
併
存
す
る
、
水
と
緑

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
地
域
で

す
。
山
形
県
史
跡
第
一
号
「
高
原

古
墳
」
や
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
い
る
「
印い

ん

鑰や
く

神
明
宮
」
が

あ
り
ま
す
。

　

「
印
鑰
神

明
宮
」
は
、

厳
か
な
神
社

と
い
う
よ
り

も
、
地
元
民

に
と
っ
て
は

懐
か
し
い
鎮

守
の
森
の
よ

う
な
場
所
、

地
元
の
人
達

か
ら
は
「
神

明
さ
ま
」
の

愛
称
で
昔
か

ら
親
し
ま
れ

て
い
る
よ
う

で
す
。
神
社

の
前
に
は
小
さ
な
公
園
も
あ
り
鎮

守
の
森
も
涼
し
げ
で
気
持
ち
の
良

い
神
社
で
す
。
約
三
五
〇
ｍ
の
南

方
か
ら
の
参
道
は
、
昭
和
十
七
年

の
鈴
川
村
と
い
っ
た
時
代
に
、
村

長
を
先
頭
に
村
民
が
土
地
と
労
力

を
奉
仕
し
て
参
道
を
寄
進
し
た
そ

う
で
す
。

　

現
在
も
桜
が
散
っ
た
後
、
毎
日

朝
・
夕
に
は
夏
場
～
秋
が
終
わ
る

頃
ま
で
、
落
葉
の
清
掃
を
皆
さ
ん

で
行
っ
て
い
ま
す
。
き
れ
い
に
し

て
待
っ
て
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度

来
て
み
て
下
さ
い
。

高
橋
　
俊
二

蔵

王

地

区

印鑰神明宮印鑰神明宮

「田植え待つ棚田の朝」蔵王山田の棚田「田植え待つ棚田の朝」蔵王山田の棚田

－ 5 －

令和６年 10 月１日 第 1５6 号シルバーやまがた



　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
世

話
に
な
り
、
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
仕
事
は
、
介
護
施
設

の
宿
直
業
務
で
、
新
規
開
業
か
ら
従

事
。
メ
ン
バ
ー
に
も
め
ぐ
ま
れ
、
コ

ロ
ナ
禍
の
間
も
つ
つ
が
な
く
勤
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

入
会
し
て
三
年
目
に
、会
報「
シ
ル

バ
ー
や
ま
が
た
」
の
編
集
の
仕
事
を

仰
せ
つ
か
り
、
二
十
数
冊
の
会
報
誌

作
り
に
参
加
。
六
年
間
良
い
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

長
年
勤
め
た
会
社
で
は
、
技
術

職
の
た
め
、
文
章
作
成
等
の
事
務

職
経
験
が
少
な
く
、編

集
作
業
で
は
、少
々
苦

労
し
ま
し
た
。
会
報
の

「
顔
」
で
あ
る
表
紙
に

は
、
季
節
感
の
あ
る
美

し
い
写
真
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
報
作
り
に
参
加
し

始
め
た
頃
、
山
形
市
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の

写
真
講
座
を
受
講
し
、

写
真
技
術
向
上
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
。

　

少
し
づ
つ
上
達
し
、

毎
年
数
点
、
美
術
館
等

に
掲
示
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
会
報
に

も
何
点
か
掲
載
し
て
い
た
だ
き
光
栄

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
家
族
の
都
合
で
移
住
を

計
画
し
て
お
り
、
新
天
地
で
新
た
な

気
持
ち
で
楽
し
ん
で
行
く
つ
も
り
で

す
。
事
務
局
及
び
会
員
の
皆
様
に
は

長
い
間
お
世
話
に
な
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

二
月
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
の
優

勝
は
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
回
の
成
績
は
、
一
ゲ
ー
ム
で
一
二

五
点
、
二
ゲ
ー
ム
で
二
四
〇
点
と
い

う
素
晴
ら
し
い
内
容
で
し
た
。
特
に

二
ゲ
ー
ム
目
の
七
回
連
続
ス
ト
ラ
イ

ク
は
、
心
身
と
も
に
充
実
し
た
投
球

が
で
き
、
日
々
の
練
習
の
成
果
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

私
の
優
勝
に
は
、
た
く
さ
ん
の

方
々
の
支
え
が
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
や
健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
先
輩

方
、
そ
し
て
仲
間
の
皆
さ
ん
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
方
式
で
の
ラ
ッ
キ
ー

な
展
開
も
あ
り
、
運
に
も
恵
ま
れ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
自
身
が
故
障
を

抱
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

て
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
た
結
果

が
今
回
の
優
勝
に
つ
な
が
っ
た
と
思

人
生
を
楽
し
く
過
ご
し
た
い

〔
寄
稿
〕

第
六
地
区

�

佐
藤
　
　
明

第
二
地
区

�

金
澤
　
忠
次

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
優
勝

秋の山形（本人撮影）秋の山形（本人撮影）
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い
ま
す
。
去
年
の
大
会
で
の
不
本
意

な
ス
コ
ア
か
ら
の
挽
回
と
い
う
意
味

も
あ
り
、
今
回
の
優
勝
は
誠
に
光
栄

な
こ
と
で
す
。
S
C
大
会
関
係
者
様

の
皆
様
に
も
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
性
と

脳
ト
レ
の
ゲ
ー
ム
性
を
兼
ね
備
え
た

全
身
運
動
で
あ
り
、誰
で
も
気
軽
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
老
若
男
女
を
問
わ

ず
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
点
が
魅

力
で
す
。
ま
た
、
認
知
症
予
防
効
果

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
心
身
と
も
に
楽
し
い
健

康
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
を
目
指
し
、
更
な

る
成
長
と
成
功
を
目
指
し
て
努
力
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

　

我
家
の
愛
犬
は
二
代
続
け
て
保
健

所
か
ら
の
も
ら
い
犬
で
し
た
。
最
初

の
犬
は
茶
の
長
毛
、
シ
ェ
ル
テ
ィ
の

血
が
入
っ
た
雑
種
。
親
バ
カ
丸
出
し

で
は
あ
る
が
美
形
で
性
格
も
穏
や
か
、

貴
婦
人
の
よ
う
な
風
格
の
犬
で
散
歩

に
連
れ
て
歩
け
ば
「
あ
ら
、
か
わ
い

い
！
」「
美
人
さ
ん
ネ
、
な
で
て
も
い

い
？
」
と
大
人
気
。
犬
も
そ
ん
な
言

葉
を
理
解
し
て
い
る
の
か
、
道
路
の

上
で
も
ゴ
ロ
ン
と
転
が
り
お
な
か
を

出
し
て
な
で
て
も
ら
う
有
様
で
し
た
。

　

次
の
犬
は
先
代
と
う
っ
て
か
わ
っ

て
黒
の
短
毛
。
子
犬
の
頃
は
コ
ロ
コ

ロ
と
し
て
「
熊
の
子
」
の
よ
う
な
愛

嬌
の
あ
る
か
わ
い
い
顔
を
し
て
い
た

の
だ
が
、
成
長
す
る
に
つ
れ
筋
肉
質

の
猛
々
し
い
体
形
に
。
動
物
病
院
で

「
闘
犬
マ
ス
テ
ィ
フ
の
血
が
混
ざ
っ

て
い
る
の
で
は
」
と
言
わ
れ
妙
に
納

得
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
犬
は
吠

え
ま
く
り
悪
さ
し
ま
く
り
、「
か
わ

い
い
！
」
な
ど
一
度
も
言
わ
れ
た
こ

と
は
な
い
。
そ
れ
で
も
私
に
と
っ
て

は
「
か
わ
い
い
お
姫
さ
ま
」
で
あ
っ

た
の
だ
っ
た
。

　

犬
が
亡
く
な
っ
て
数
年
、
自
分
の

健
康
寿
命
を
考
え
「
も
う
犬
を
飼
う

の
は
や
め
よ
う
」
と
決
心
し
た
は
ず

な
の
に
、
愛
犬
達
が
使
っ
て
い
た

マ
ッ
ト
や
歯
形
の
残
る
家
具
を
目
に

す
る
た
び
「
も
う
一
度
」
と
い
う
思

い
が
抑
え
ら
れ
ず
に
い
る
日
々
で
す
。

吹
く
風
に
夏
と
秋
と
が
交
差
す
る

風
鈴
泣
い
た
下
弦
の
月
に

�

エ
ス
テ
ル
わ
か
子

短
歌

　

広
報
部
会
で
は
、
今
後
も
随

時
、
趣
味
の
短
歌
、
俳
句
、
写

真
な
ど
作
品
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
作
品
は
シ
ル
バ
ー
や
ま

が
た
に
掲
載
し
、
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
是
非

ご
寄
稿
く
だ
さ
い
。

第
一
地
区

�

髙
橋
　
　
俊

愛
犬
二
代
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山
形
市
表
蔵
王
に

あ
る
「
食
の
駅
山
形

蔵
王
店
」
を
訪
ね
ま

し
た
。「
ぐ
っ
と
山

形
」
の
北
側
に
隣
接

し
て
い
る
店
舗
で
す
。

　

「
食
の
駅
」
の
店

内
に
は
、
県
内
各
地

で
生
産
さ
れ
た
野
菜
、

果
物
、
加
工
品
、
菓
子
、
パ
ン
、

麺
類
な
ど
多
種
多
様
な
商
品
が
並

ん
で
い
ま
す
。
県
外
の
生
産
品
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
牛
乳
、
豆
腐
、

納
豆
な
ど
の
日
配
品
も
あ
り
ま
す
。

お
土
産
品
に
も
普
段
の
買
い
物
に

も
利
用
で
き
る
品
揃
え
で
す
。
さ

く
ら
ん
ぼ
シ
ー
ズ
ン
以
降
は
来
店

者
も
増
え
て
く
る
そ
う
で
す
。

　

岡
崎
さ
ん
は
、
週
に
三
～
四

日
・
十
二
時
～
十
六
時
ま
で
就
業

さ
れ
て
い
ま
す
。「
食
の
駅
」
に

社
員
と
し
て
五
年
間
勤
務
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
就
業
規
則
に
よ
り

退
職
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
期
に

「
食
の
駅
」
と
シ
ル
バ
ー
が
契
約

を
結
び
、
岡
崎
さ
ん
が
シ
ル
バ
ー

に
入
会
す
る
、
と
い
う
経
緯
で
現

在
の
派
遣
就
業
形
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

仕
事
の
内
容
は
、
主
に
レ
ジ
業

務
で
す
。
取
材
に
伺
っ
た
と
き
は
、

レ
ジ
担
当
が
二
名
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
岡
崎
さ
ん
は
、
品
出
し

の
準
備
（
商
品
の
袋
詰
め
な
ど
）、

商
品
の
発
注
業
務
、
宅
配
便
の
手

配
、
店
内
の
掃
除
な
ど
を
や
り
な

が
ら
レ
ジ
の
仕
事
も
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
入
会
前
か
ら
の
慣
れ
た
仕

事
な
の
で
し
ょ
う
が
、
お
客
様
の

様
子
に
も
目
配
り
し
な
が
ら
、
笑

顔
で
明
る
く
声
掛
け
し
な
が
ら
、

手
際
よ
く
作
業
さ
れ
て
い
る
姿
は

若
々
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

�
（
取
材
・
広
報
部
）

　

山
形
市
平
清
水
に

あ
る
山
形
大
学
清
明

寮
の
建
物
や
敷
地
内

の
清
掃
等
に
あ
た
る

業
務
に
、
四
名
の
シ

ル
バ
ー
の
会
員
が
従

事
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　

常
時
男
女
一
名
ず

つ
二
人
組
み
で
、
月
・
水
・
金
の

週
三
日
間
、
業
務
に
当
た
り
ま
す
。

一
人
当
た
り
月
に
七
日
程
度
の
勤

務
日
数
で
す
。
勤
務
時
間
は
、
昼

食
休
憩
を
挟
み
、
九
時
か
ら
十
五

時
で
す
。

　

女
性
会
員
の
主
な
業
務
は
、
玄

関
や
廊
下
や
ラ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム

な
ど
の
建
物
内
共
用
部
分
の
清
掃
、

照
明
器
具
の
点
検
や
交
換
な
ど
の

維
持
管
理
で
す
。
男
性
会
員
は
広

大
な
敷
地
内
全
域
を
充
電
式
電
動

草
刈
り
機
に
よ
り
除
草
し
た
り
冬

期
間
は
除
雪
し
た
り
し
ま
す
。
清

掃
・
除
草
・
除
雪
用
具
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
も
な
さ
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

取
材
に
伺
っ
た
の
は
八
月
上
旬

の
厳
し
い
暑
さ
の
さ
な
か
で
し
た
。

常
に
外
仕
事
の
伊
藤
さ
ん
は
も
ち

ろ
ん
、
屋
内
担
当
の
佐
藤
さ
ん
も

汗
だ
く
で
業
務
に
当
た
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
屋
外
は
も
ち
ろ
ん
、
廊

下
に
も
冷
房
が
入
ら
な
い
の
だ
そ

う
で
す
。
熱
中
症
に
注
意
さ
れ
な

が
ら
就
業
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
大
変
な
お
仕
事
で
す
が
、

「
積
極
的
に
仕
事
を
進
め
る
に
つ

れ
て
き
れ
い
に
な
っ
て
い
き
、
大

き
な
や
り
が
い
と
喜
び
を
感
じ

る
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
仕
事
は
こ
う
あ
り
た
い
と
感

心
し
ま
し
た
。�（
取
材　
広
報
部
）

就業会員を訪ねて就業会員を訪ねて

岡崎　順子
食の駅山形蔵王店
販売補助業務

佐藤　広子・伊藤　利博
山形大学清明寮
清掃等業務
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新
入
会
員
紹
介

第

一

地

区�

荒
井　

範
子

第

二

地

区�

相
座　

純
一

�

伊
藤　
　

薫

�

小
林　

一
俊

�

田
村　

久
江

第

三

地

区�

柴
田　

利
夫

第

四

地

区�

田
村
ゆ
か
り

�

木
口　

美
幸

第

六

地

区�

加
藤　

伊
昭

�

近
藤　

喜
一

�

長
澤　

義
博

�

高
橋
美
枝
子

第

九

地

区�

伊
藤　

次
郎

鈴
川
二
地
区�

太
田　

充
紀

鈴
川
三
地
区�

五
十
嵐
真
知
子

�

八
鍬　

辰
雄

千

歳

地

区�

佐
藤　

正
志

�

武
田　

健
一

東

沢

地

区�

大
﨑　

順
子

滝
山
二
地
区�

菅
野
田
鶴
子

出
羽
・
明
治
地
区�

近
野　

郁
夫

金

井

地

区�

東
海
林　

孝

�

多
田　

秋
子

�

原
田
金
兵
エ

�

田
中　

秋
廣

大

郷

地

区�

山
川　

武
子

楯

山

地

区�

髙
梨　

政
弘

蔵

王

地

区�

菊
地　

寿
弘

南
山
形
・
本
沢
地
区�

西
田　

雄
三

�

江
口　
　

晃

�

鈴
木　
　

寛

�

長
谷
川
真
知
子

滝
山
一
地
区

菅
野
　
正
由

　

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
、
日
本

の
高
度
経
済
成
長
に
伴
い
交
通
手
段

も
二
輪
車
か
ら
自
動
車
の
時
代
に
移

行
し
つ
つ
あ
り
、
こ
の
時
期
に
青
年

期
を
迎
え
た
世
代
は
、
高
嶺
の
華

だ
っ
た
車
に
大
き
な
憧
れ
を
持
っ
て

お
り
、
菅
野
青
年
も
こ
の
一
人
で

あ
っ
た
。

　

折
し
も
車
メ
ー
カ
ー
の
ス
バ
ル
や

ホ
ン
ダ
、
マ
ツ
ダ
、
ス
ズ
キ
な
ど
か

ら
日
本
独
自
の
軽
自
動
車
が
販
売
さ

れ
始
め
た
。
当
時
の
収
入
か
ら
手
が

届
か
な
い
車
が
低
価
格
で
か
つ
燃
料

代
も
安
く
維
持
費
も
普
通
車
よ
り
安

価
な
軽
自
動
車
は
、
時
代
を
駆
け
抜

け
た
。

　

彼
は
、
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
と
呼
ば
れ

た
ス
バ
ル
３
６
０
が
好
き
で
購
入
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
へ
の
想
い

シ
ル
バ
ー
に

人
あ
り 

技
あ
り

 

心
あ
り

そ
の
後
、
ス
バ
ル
Ｒ
２
、
ス
バ
ル

レ
ッ
ク
ス
を
経
て
、
二
十
六
歳
で
独

立
を
し
て
営
業
用
車
の
ほ
か
に
一
九

九
四
年
製
の
ス
ズ
キ
カ
プ
チ
ー
ノ
の

九
年
落
ち
の
ビ
ン
テ
ー
ジ
も
の
を
、

知
人
の
紹
介
で
手
に
入
れ
、
大
切
に

愛
情
を
も
っ
て
チ
ュ
ー
ン
ナ
ッ
プ
し

て
新
車
同
様
に
し
て
き
た
。

　

こ
の
ビ
ン
テ
ー
ジ
も
の
の
名
車
は

希
少
価
値
も
あ
っ
て
、
舟
形
町
の
ア

ユ
パ
ー
ク
舟
形
で
開
催
の
「
ヒ
ス
ト

リ
ッ
ク
カ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ｉ
ｎ
舟

形
」
な
ど
、
県
内
の
地
域
お
こ
し
イ

ベ
ン
ト
に
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一

九
年
ま
で
参
加
し
て
い
た
。

　

こ
の
車
は
、
熱
望
さ
れ
て
譲
渡
し

現
在
は
自
分
の
所
に
は
な
い
が
、
車

を
通
し
て
交
流
し
て
き
た
人
々
や
、

購
入
し
て
乗
り
回
し
た
車
種
を
思
う

と
、
単
な
る
趣
味
と
い
う
こ
と
で
は

片
づ
け
ら
れ

な
い
、
想
い

入
れ
と
過
ぎ

去
っ
た
そ
の

時
代
が
く
れ

た
感
動
を
改

め
て
思
い
描

い
て
い
る
今

日
で
あ
る
。

（
取
材
・
広

報
部
）
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あ と が き
　

こ
の
夏
は
、
様
々
な
意
味
で
あ

つ
い
夏
で
し
た
。

　

史
上
ま
れ
に
見
る
異
常
気
象
と

い
わ
れ
た
猛
暑
の
夏
、
豪
雨
も
各

地
で
頻
繁
に
起
こ
り
、
大
き
な
被

害
を
与
え
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
、
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
パ
リ
五
輪
や
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の
選
手
の
皆
さ
ん
の

活
躍
が
、
私
た
ち
の
心
ま
で
熱
く

し
て
く
れ
ま
し
た
。
大
リ
ー
グ
の

大
谷
選
手
の
活
躍
も
毎
日
報
道
さ

れ
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

私
た
ち
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
も
、
社
会
を
支
え
る
一

人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
厚
く

働
き
た
い
も
の
で
す
。
健
康
に
十

分
留
意
し
な
が
ら
、
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
社
会
生
活
を
前
に
進
め
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
参
り
ま
し
ょ

う
。

　

元
気
に
前
向
き
に
就
業
し
生
活

さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
様
の
様
子

を
、
こ
の
会
報
を
通
し
て
熱
く
お

伝
え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て

お
り
ま
す
。�

（
Ｊ
・
Ｋ
）

お
知
ら
せ
と

�

お
願
い

■
配
分
金
支
払
日

　

十
月
十
八
日（
金
）

　

十
一
月
二
十
日（
水
）

　

十
二
月
二
十
日（
金
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧

誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

十
月
一
日（
火
）　

八
日（
火
）

　
　
　

二
十
五
日（
金
）

　

十
一
月
一
日（
金
）　

七
日（
木
）

　
　
　

十
二
日（
火
）　

十
九
日（
火
）

　

十
二
月
三
日（
火
）　

十
二
日（
木
）

　
　
　

十
九
日（
木
）

　

※�

十
一
月
十
九
日
は
女
性
限
定
説

明
会
で
す
。

■
就
業
相
談
日（
午
後
一
時
三
十
分
）

　
（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　

十
月
九
日（
水
）

　

十
一
月
十
三
日（
水
）

　

十
二
月
十
一
日（
水
）

　
※�
就
業
相
談
の
受
付
は
午
後
一

時
十
五
分
か
ら
で
す
。

　
　�

予
約
等
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

行
事
イ
ベ
ン
ト
案
内

創
作
品
展
示
頒
布
会
・
バ
ザ
ー
の

開
催
に
つ
い
て

日
時
：
十
月
二
十
日
（
日
）
～

　
　
　
　
　

二
十
二
日
（
火
）

場
所
：
山
形
テ
ル
サ
一
階

　
　

（�

互
助
会
文
化
祭
会
場
に
て
）

　

創
作
品
の
売
り
上
げ
は
配
分
金

と
し
て
お
支
払
い
し
、
バ
ザ
ー
の

売
り
上
げ
は
山
形
学
園
へ
寄
付
し

ま
す
。

　

男
性
・
女
性
会
員
と
も
積
極
的

な
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

地
区
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

本
年
も
地
区
ご
と
に
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※�

女
性
部
会
で
は
、
未
使
用
の
タ

オ
ル
の
寄
付
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
地
区
研
修
会
の
際
に
も

受
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

事
務
局
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

採
用
予
定
人
数　
　

一
名

応
募
資
格

◦�

昭
和
六
十
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

◦�

普
通
自
動
車
免
許
取
得

◦
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
可
能
な
方

採
用
試
験
（
一
次
試
験
）

　

日
時　
令
和
六
年
十
一
月
十
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
前
十
一
時
四
十
分

　

会
場　

�

山
形
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ

�

セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

　
　
　
　

（
二
次
試
験
）

　
　
　
　
　
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知

受
験
申
込
受
付

　
令
和
六
年
九
月
二
十
四
日
～
十
月
十
六
日

　

※�

受
験
申
込
書
の
取
得
・
試
験
内

容
等
、詳
し
く
は
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
六
年
七
月
よ
り

　

嘱
託
職
員

�
後
藤
可
南
子

新
事
務
局
職
員
紹
介

令
和
六
年
八
月
よ
り

　

嘱
託
職
員

�

佐
藤
　
裕
美
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